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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　椅子に備えられる椅子用荷重支持部材であって、
　前記椅子の幅方向に離間して略平行に配置された一対の杆材を備える強度部材としての
枠部材と、
　前記枠部材に支持される面材と、を備え、
　前記杆材と、前記一対の杆材の互いに対向する内側面側に隙間をあけて配設された支持
材と、を有し、前記隙間を前記椅子の正面側へ開口する嵌合凹部とする支持部を備え、
　前記面材は嵌合凸部を有し、該嵌合凸部が前記支持部の前記嵌合凹部に嵌合することで
前記支持部に支持され、
　前記支持部には、前記嵌合凹部の開口の外周部における、前記椅子の正面側から前記嵌
合凹部内に至る部位に、前記椅子の背面側に行くに従って前記嵌合凹部の開口を狭めるよ
うに傾斜する移行面が形成され、
　前記支持材は、取付板によって前記椅子の背面側で前記杆材に取り付けられることで、
前記嵌合凹部の開口側が揺動可能に形成された自由端とされ、
　該自由端における前記椅子の正面側の端部が、前記杆材における前記嵌合凹部を形成す
る部位の前記椅子の正面側の端部よりも、前記椅子の背面側寄りに位置していることを特
徴とする椅子用荷重支持部材。
【請求項２】
　前記嵌合凹部内と前記面材の前記嵌合凸部との間には、互いに係止することで前記嵌合
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凸部が前記嵌合凹部内から抜け出るのを規制する抜け止め部が設けられていることを特徴
とする請求項１記載の椅子用荷重支持部材。
【請求項３】
　前記抜け止め部が、前記嵌合凸部の後端に形成された折り返し部と、前記嵌合凹部の最
奥部に形成されて前記折り返し部に係止する抜け止め凸部と、によって形成されているこ
とを特徴とする請求項２記載の椅子用荷重支持部材。
【請求項４】
　前記移行面は、前記嵌合凹部より前記杆材の外側面側に設けられて、前記椅子の正面側
で、かつ前記杆材の内側面側に向けて膨出する横断面視弧形に形成されていることを特徴
とする請求項１～３のいずれか一項に記載の椅子用荷重支持部材。
【請求項５】
　前記杆材における前記嵌合凹部以外の部位に支持され、前記面材よりも前記椅子の正面
側に位置する表側張材を有する外装材を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか
一項に記載の椅子用荷重支持部材。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一項に記載の椅子用荷重支持部材を、前記杆材が上下方向に沿
って配置される背凭れとして備えることを特徴とする椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、椅子用荷重支持部材および椅子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、強度部材としての枠部材に、面直方向からの荷重に対して弾性抵抗力を有する張
材が支持されてなる椅子用荷重支持部材、およびこれを備える椅子として、例えば特許文
献１、特許文献２に開示されるものがある。これら特許文献１、特許文献２に開示された
椅子では、枠部材を構成する杆材の内周空間に面材が支持されている。具体的には、面材
が位置する側に開口した溝部に面材が嵌合することにより、枠部材に対して面材が正面側
より取り付けられている。このような構造を採用することにより、面材を大きく引き伸ば
したりすることなく、面材を枠部材に容易に取り付けることが可能になる。
【０００３】
　ところで、こうした構造を採用する場合、面材の嵌合強度を大きくするためには、文献
２の取付構造に開示されているように、嵌合溝を枠部材の厚さ方向に深くするとともに、
面材における嵌合溝への被嵌合部も、これに対応して枠部材の厚さ方向に長いものにする
のが望ましい。このような構造を採用することにより、面材の面直方向に荷重が入力され
た場合に、嵌合溝内で面材の被嵌合部が荷重の入力方向に対して外側へ回動するように変
位するので、被嵌合部が嵌合溝により強く接するようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３６８６３０９号公報
【特許文献２】特許第４７３１７５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の取付構造では、嵌合溝の外側端部を形成する立壁が、面材
が枠部材に取り付けられ、支持された状態において面材と面一になるように形成されてい
る。そして、この立壁は面材と隙間を生じないように、嵌合溝の手前側に角部を有してい
る。そのため、面材を嵌合溝に嵌合させる作業を行う際に、入り口が狭くなってことから
作業が行い難くなっている。
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【０００６】
　本発明は前記課題に鑑みてなされたもので、枠部材への面材の取り付けを容易にした椅
子用荷重支持部材と、これを備える椅子を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の椅子用荷重支持部材は、椅子に備えられる椅子用荷重支持部材であって、前記
椅子の幅方向に離間して略平行に配置された一対の杆材を備える強度部材としての枠部材
と、前記枠部材に支持される面材と、を備え、前記杆材と、前記一対の杆材の互いに対向
する内側面側に隙間をあけて配設された支持材と、を有し、前記隙間を前記椅子の正面側
へ開口する嵌合凹部とする支持部を備え、前記面材は嵌合凸部を有し、該嵌合凸部が前記
支持部の前記嵌合凹部に嵌合することで前記支持部に支持され、前記支持部には、前記嵌
合凹部の開口の外周部における、前記椅子の正面側から前記嵌合凹部内に至る部位に、前
記椅子の背面側に行くに従って前記嵌合凹部の開口を狭めるように傾斜する移行面が形成
され、前記支持材は、取付板によって前記椅子の背面側で前記杆材に取り付けられること
で、前記嵌合凹部の開口側が揺動可能に形成された自由端とされ、該自由端における前記
椅子の正面側の端部が、前記杆材における前記嵌合凹部を形成する部位の前記椅子の正面
側の端部よりも、前記椅子の背面側寄りに位置していることを特徴とする。
【０００８】
　この椅子用荷重支持部材によれば、嵌合凹部の開口の外周部における、椅子の正面側か
ら前記嵌合凹部内に至る部位に、椅子の背面側に行くに従って前記嵌合凹部の開口を狭め
るように傾斜する移行面を形成したので、面材の嵌合凸部を嵌合凹部に対して正面から直
接嵌め入れるだけでなく、例えば嵌合凸部を嵌合凹部の開口よりやや外側から押し入れ、
該嵌合凸部を前記移行面の傾斜に沿って滑らせて移動させることにより、嵌合凹部に容易
に嵌め入れることができる。したがって、嵌合凹部の開口を実質的に拡げることが可能に
なり、枠部材への面材の取り付けも容易になる。
　また、支持材における嵌合凹部の開口側が揺動可能に形成された自由端とされているの
で、面材を持った手と逆の手を使って自由端を押し広げることが可能となり、したがって
嵌合凹部に面材の嵌合凸部がより嵌め入れやすくなる。また、自由端の正面側の端部が、
杆材における嵌合凹部を形成する部位の正面側の端部よりも背面側寄りに位置しているの
で、前記自由端の端部と杆材の前記正面側の端部との間の段差を埋めるように面材を取り
付けることにより、面材と杆材とを、これらが相互に支持された状態において段差なく連
続させることが可能になる。
【０００９】
　また、前記椅子用荷重支持部材において、前記嵌合凹部内と前記面材の前記嵌合凸部と
の間には、互いに係止することで前記嵌合凸部が前記嵌合凹部内から抜け出るのを規制す
る抜け止め部が設けられていることが好ましい。
　この構成によれば、嵌合凹部内と面材の嵌合凸部との間に抜け止め部を設けたので、嵌
合凹部内に嵌合凸部を嵌め入れた後、不測の外力が加えられた際などにも嵌合凸部が嵌合
凹部内から抜け出ることにより、面材が枠部材から外れてしまうことが防止される。
【００１０】
　また、前記椅子用荷重支持部材においては、前記抜け止め部が、前記嵌合凸部の後端に
形成された折り返し部と、前記嵌合凹部の最奥部に形成されて前記折り返し部に係止する
抜け止め凸部と、によって形成されていることが好ましい。
　この構成によれば、折り返し部を嵌合凹部内に押し込むと、折り返し部は抜け止め凸部
を乗り越える際に、奥行方向と直交する方向に弾性変形する。そして、抜け止め凸部を乗
り越えた後、折り返し部は弾性復帰して抜け止め凸部に係止する。これにより、折り返し
部を押し入れるだけで、嵌合凹部への嵌合を完了することができる。また、抜け止め凸部
が嵌合凹部の最奥部に形成されているので、折り返し部が正面側に戻り、移行面に沿って
嵌合凹部から抜け出ることが防止される。
【００１１】
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　また、前記椅子用荷重支持部材において、前記移行面は、前記嵌合凹部より前記杆材の
外側面側に設けられて、前記椅子の正面側で、かつ前記杆材の内側面側に向けて膨出する
横断面視弧形に形成されていることが好ましい。
　この構成によれば、移行面が内側面側に向けて膨出する弧形に形成されているので、面
材の嵌合凸部を移行面に沿って滑らせて嵌合凹部内に移動させる際に、嵌合凸部の滑る動
きがよりスムーズになり、したがって面材の取り付けがより容易になる。
【００１３】
　また、前記椅子用荷重支持部材において、前記杆材における前記嵌合凹部以外の部位に
支持され、前記面材よりも前記椅子の正面側に位置する表側張材を有する外装材を備える
ことが好ましい。
　この構成によれば、面材よりも椅子の正面側に位置する表側張材を有する外装材を備え
るので、外装材によって嵌合凹部が遮蔽され、したがって椅子を正面側から見たときに嵌
合凹部が視認されるのが防止される。
【００１４】
　本発明の椅子は、前記椅子用荷重支持部材を、前記杆材が上下方向に沿って配置される
背凭れとして備えることを特徴とする。
　この椅子によれば、前記椅子用荷重支持部材を背凭れとしているので、背凭れを組み立
てる際に枠部材への面材の取り付けが容易になっており、したがって組立作業性に優れた
椅子となる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の椅子用荷重支持部材によれば、枠部材への面材の取り付けが容易になる。
　本発明の椅子によれば、組立作業性に優れたものとなる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明に係る椅子の一実施形態の正面側から見た斜視図である。
【図２】本発明に係る椅子の一実施形態の背面側から見た斜視図である。
【図３】本発明に係る椅子用荷重支持部材の一実施形態となる背凭れの分解斜視図である
。
【図４】枠部材の概略構成を示す図であって、（ａ）は正面図、（ｂ）は側面図である。
【図５】図４（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図である。
【図６】図４（ａ）のＢ－Ｂ線矢視要部断面図である。
【図７】張材と張材に設けられる部材の分解斜視図である。
【図８】図４（ａ）のＣ－Ｃ線矢視断面図である。
【図９】図４（ａ）のＤ－Ｄ線矢視断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明に係る椅子の実施形態を図面に基づいて詳しく説明する。なお、以下の説
明においては、椅子１に正規姿勢で着座した人の正面が向く向きを「前」または「正面」
と呼び、それと逆側の向きを「後」または「背面」と呼ぶものとする。また、「上」，「
下」と「左」，「右」については、椅子に正規姿勢で着座した人の上方の向きを「上」、
それと逆側の向きを「下」と呼び、椅子１に正規姿勢で着座した人の左側の向きを「左」
、それと逆側の向きを「右」と呼ぶものとする。すなわち、鉛直方向を上下方向と呼び、
水平方向を左右方向と呼ぶ。
【００１８】
　図１は本発明に係る椅子の一実施形態の正面側から見た斜視図、図２は同じく背面側か
ら見た斜視図であり、これらの図において符号１は椅子である。この椅子１は、フロア上
に載置される脚部２と、脚部２の上端に設置される支基３と、着座者が着座する座体４と
、支基３の上面に取り付けられて座体４を支持する座受部材５と、支基３から後部上方側
に延出して座体４に着座した着座者の背中を支持する背凭れ６と、を備えて構成されてい
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る。
【００１９】
　脚部２は、キャスタ７ａ付きの多岐脚７と、多岐脚７の中央部より起立し昇降機構であ
るガススプリングを内蔵する脚柱８とを備え、脚柱８の上端部に支基３が取り付けられて
いる。支基３には、脚柱８の昇降調整機構と背凭れ６の傾動調整機構とが内蔵されている
。
【００２０】
　背凭れ６は、本発明に係る椅子用荷重支持部材の一実施形態となるもので、背凭れ６の
分解斜視図である図３に示すように、椅子１の幅方向（左右方向）に離間して略平行に配
置された一対の杆材９、９を備える枠部材１０と、一対の杆材９、９間に架設された面材
１１（内装材）と、一対の杆材９、９に被せられた袋状の張材１２（外装材）と、枠部材
１０の幅方向両側にそれぞれ取り付けられた肘掛け１３と、を備えて構成されている。
【００２１】
　枠部材１０は、その概略構成図である図４（ａ）、（ｂ）に示すように、前記一対の杆
材９、９と、これらの下端部（他端部）に一体に設けられた下枠部１４とを有し、一対の
杆材９、９の上端部（一端部）に連結フレーム１５が取り付けられたことで構成される。
また、本実施形態では、前記したように枠部材１０の幅方向両側、すなわち一対の杆材９
、９と下枠部１４との接続部に、それぞれ肘掛け１３が取り付けられている。ただし、本
発明に係る椅子用荷重支持部材（背凭れ６）では、枠部材１０に肘掛け１３が取り付けら
れない構成となっていてもよい。
【００２２】
　面材１１は、図３に示すように略矩形状に形成されたもので、メッシュ材やエラストマ
ー等からなる面材本体１１ａと、面材本体１１ａの幅方向両側にそれぞれ設けられた側部
支持フレーム１１ｂ、１１ｂ（嵌合凸部）と、面材本体１１ａの下端に設けられた下部支
持フレーム１１ｃとからなっている。側部支持フレーム１１ｂや下部支持フレーム１１ｃ
は、縫合等によって面材１１の後方（背面方向）に向けて取り付けられている。面材１１
は、側部支持フレーム１１ｂ、１１ｂが図４（ａ）に示す杆材９の側部支持部１６（支持
部）に取り付けられて支持され、下部支持フレーム１１ｃが下枠部１４の下部支持部１７
に取り付けられて支持されることにより、枠部材１０に固定されている。
【００２３】
　側部支持部１６は、一対の杆材９、９の、互いに対向する内側面にそれぞれ設けられて
おり、図４（ａ）のＡ－Ａ線矢視断面図である図５に示すように、杆材９と、該杆材９の
内側面側に隙間をあけて該杆材９に沿って配設された細板状の支持材１８とによって形成
されている。すなわち、杆材９と支持材１８との間に形成された前記隙間が、面材１１の
側部支持フレーム１１ｂを取り付けるための嵌合凹部１９となっている。なお、杆材９と
支持材１８との間には、図４（ａ）に示すように支持材１８を杆材９に取り付けるための
取付板２０が、これら杆材９および支持材１８の後側（背面側）に設けられている。各取
付板２０には、それぞれ取付口２０ａが複数（図４（ａ）では６つ）ずつ、上下方向に略
等間隔で設けられている。
【００２４】
　嵌合凹部１９は、椅子１の前側（正面側）、すなわち着座者の荷重を受ける側（荷重受
面側）へ開口しており、図５に示すようにこの嵌合凹部１９内に、面材１１の側部支持フ
レーム１１ｂが嵌入している。側部支持フレーム１１ｂには、図３に示すようにその後端
部に爪部２１が複数（図３では６つ）形成されている。これら爪部２１は、それぞれ前記
取付板２０の取付口２０ａに入り込み、図５に示す杆材９の抜け止め凸部２０ｂに係止し
ている。
【００２５】
　すなわち、爪部２１は、側部支持フレーム１１ｂの後端から後側に突出し、さらに椅子
１の幅方向外側に折れ曲がった後、前側に返されて形成されたもので、折り返された部位
（折り返し部２１ａ）が杆材９の背面側の最奥部に形成された抜け止め凸部２０ｂに係止
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することにより、側部支持フレーム１１ｂ（嵌合凸部）が嵌合凹部１９内から抜け出るの
が規制されている。つまり、折り返し部２１ａを嵌合凹部１９内に入れると、折り返し部
２１ａは抜け止め凸部２０ｂを乗り越える際に、奥行方向と直交する方向に弾性変形する
。そして、抜け止め凸部２０ｂを乗り越えた後、折り返し部２１ａは弾性復帰して抜け止
め凸部２０ｂに係止する。これにより、折り返し部２１ａを押し入れるだけで、嵌合凹部
１９への嵌合を完了することができる。このような側部支持フレーム１１ｂ（嵌合凸部）
の後端部に形成された爪部２１の折り返し部２１ａと嵌合凹部１９の最奥部に形成された
抜け止め凸部２０ｂとにより、本発明に係る抜け止め部、すなわち互いに係止することで
側部支持フレーム１１ｂ（嵌合凸部）が嵌合凹部１９内から抜け出るのを規制する抜け止
め部が形成されている。
【００２６】
　なお、複数の爪部２１は、側部支持フレーム１１ｂが嵌合凹部１９内に嵌め入れられた
際に、それぞれ対応する取付口２０ａに嵌め込まれ、折り返し部２１ａが抜け止め凸部２
０ｂに係止させられている。
【００２７】
　ここで、杆材９の側部支持部１６（支持部）には、嵌合凹部１９の開口の外周部におけ
る、椅子１の幅方向外側に、前記側部支持フレーム１１ｂを嵌合凹部１９に案内するため
の移行面２２が形成されている。移行面２２は、本実施形態では杆材９の正面側（椅子１
の正面側）の端部から嵌合凹部１９の開口端に至る部位に形成されたもので、杆材９の後
側（椅子１の背面側）に行くに従って嵌合凹部１９の開口を狭めるべく、嵌合凹部１９の
開口端に近づくように傾斜して形成されている。本実施形態では、移行面２２は嵌合凹部
１９を形成する杆材９の内側面側に設けられて、杆材９の正面側（椅子１の正面側）で、
かつ杆材９の内側面側に向けて膨出する横断面視円弧形に形成されている。
【００２８】
　このような構成のもとに、面材１１の側部支持フレーム１１ｂを嵌合凹部１９内に嵌め
入れる際には、例えば側部支持フレーム１１ｂの爪部２１側を嵌合凹部１９の外側の移行
面２２に突き当て、その後移行面２２の傾斜に沿って滑らせることにより、この傾斜（移
行面２２）に案内させることで側部支持フレーム１１ｂを嵌合凹部１９に容易に嵌め入れ
ることができる。したがって、側部支持フレーム１１ｂを嵌合凹部１９に嵌め入れた後、
爪部２１を取付口２０ａ内に入れて折り返し部２１ａを抜け止め凸部２０ｂに係止させる
ことにより、側部支持フレーム１１ｂを側部支持部１６に固定することができる。
【００２９】
　また、前記支持材１８は、嵌合凹部１９の開口側（椅子１の正面側）が揺動可能に形成
された自由端（遊端）となっている。これによって側部支持フレーム１１ｂは、嵌合凹部
１９に容易に嵌め入れることが可能になっている。すなわち、面材１１を持った手と逆の
手を使って自由端（支持材１８）を押し広げ、その状態で側部支持フレーム１１ｂを嵌合
凹部１９に嵌め入れることができる。
【００３０】
　さらに、支持材１８の自由端における先端部（椅子１の正面側の端部）は、杆材９にお
ける嵌合凹部１９を形成する部位の正面側（椅子１の正面側）の端面（端部）よりも、椅
子１の背面側寄りに位置している。これにより、面材１１の位置が杆材９の正面側（荷重
受面側）の端部よりも椅子１の背面側に後退する（オフセットされる）ので、面材１１が
後述する張材１２の正面側を裏から当接するようになり、張材１２の変形を防止するよう
になる。また、前記自由端の先端部と杆材９の正面側の端部との間の段差を埋めるように
面材１１を取り付けることにより、面材１１と杆材９とを、これらが相互に支持された状
態において段差なく連続させることができる。
【００３１】
　また、図３に示すように下部支持フレーム１１ｃにも爪部２３が形成されており、この
爪部２３が下枠部１４の下部支持部１７における取付口２４に嵌め入れることにより、下
部支持フレーム１１ｃが下部枠１４に固定されている。すなわち、下部支持フレーム１１
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ｃの爪部２３と下部支持部１７の取付口２４との間にも、必要に応じて前記した爪部２１
の折り返し部２１ａおよび抜け止め凸部２０ｂと同様の構成からなるに抜け止め部が形成
されており、これによって下部支持フレーム１１ｃは下部枠１４に固定されている。この
ように、側部支持フレーム１１ｂ、１１ｂと下部支持フレーム１１ｃとが枠部材１０に固
定されることにより、面材１１も枠部材１０に固定される。
【００３２】
　枠部材１０に固定された面材１１は、本実施形態では面材本体１１ａが着座者の背中に
よって加えられる荷重（体重）、すなわち面直方向（面と直交する方向）の荷重を受けて
反発する弾性体（弾性抵抗体）となっている。面材本体１１ａは、前記したようにメッシ
ュ材やエラストマーからなることで弾性変形可能に形成されて、面直方向の荷重を受けた
際に反発力を発現するように構成されている。なお、側部支持フレーム１１ｂや下部支持
フレーム１１ｃは、弾性変形可能な樹脂によって形成されている。
【００３３】
　また、枠部材１０には、その幅方向両側のそれぞれの下端縁側（他端縁側）、すなわち
下枠部１４と交差する部位に、幅方向の外側に開口する凹部２５が形成されている。凹部
２５は、図４（ａ）のＢ－Ｂ線矢視要部断面図である図６に示すように、杆材９の内部に
まで形成されており、本実施形態では該凹部２５の開口を閉塞して、前記肘掛け１３（閉
塞部材）が取り付けられている。すなわち、凹部２５内に埋め込まれたナット２６に対し
て肘掛け１３がボルト２７によって着脱可能に固定されている。
【００３４】
　なお、この凹部２５内には、後述する張材１２の側部開口を連結する連結板３２が設け
られている。また、肘掛け１３には、その内部にボルト２７を取り付けるための貫通孔１
３ａが形成されており、この貫通孔１３ａの外側の開口部には、これを閉塞するカバープ
レート１３ｂが取り付けられている。貫通孔１３ａの外側の開口部は、肘掛け１３が取り
付けられる凹部２５と同じ開口形状に形成されているのが好ましい。このように構成とし
た場合、凹部２５に肘掛け１３を取り付けないときに、凹部２５にカバープレート１３ｂ
を取り付けることでその開口を閉塞することができる。
【００３５】
　張材１２は、図７に示すように椅子１の正面側（荷重受面側）に配置される略矩形状の
表側張材２８と、椅子１の背面側（荷重受面の反対側）に配置される略矩形状の裏側張材
２９とが袋状に形成されたもので、図１、図２に示したように一対の杆材９、９に被せら
れている。この張材１２は、図３に示すように表側張材２８と裏側張材２９とが、杆材９
の長さ方向における上端縁（一端縁）および幅方向の両方の側端縁にて縫合され、接合さ
れており、これによって長さ方向における下端縁側（他端縁側）に、幅方向に連続する開
口部３０を形成している。
【００３６】
　ただし、この張材１２は、図７に示すように表側張材２８と裏側張材２９との両方の側
端縁における接合部位３１の、下端縁側の端部３１ａが、側端縁の下端縁よりも側端縁の
上端縁寄りに位置させられている。これによって開口部３０は、張材１２の両方の側端縁
の下端縁側に開口する側部開口３０ａを有して形成されている。
【００３７】
　側部開口３０ａには、図３、図７に示すように、該側部開口３０ａを形成する表側張材
２８の下端縁側と裏側張材２９の下端縁側とを連結する連結板３２が設けられている。連
結板３２は、張材１２の上端縁側が凸となり、下端縁側が凹となるように長さ方向の中央
部でヘ字状に弾性変形させられて、屈曲させられた樹脂等からなる細板であって、図７に
示す屈曲部３２ａを挟んだ一方の側が表側張材２８の下端縁側に連結し、他方の側が裏側
張材２９の下端縁側に連結している。
【００３８】
　連結板３２は、その長さ方向の中央部に屈曲部３２ａが形成されていることにより、屈
曲部３２ａを挟んだ一方の側の長さと他方の長さとが略同一に形成されている。これによ
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り、連結板３２は一方の側の長さが、表側張材２８の側部開口３０ａを形成する部分の長
さと略同一とされ、他方の側の長さが、裏側張材２９の側部開口３０ａを形成する部分の
長さと略同一とされている。すなわち、連結板３２はその一方の側の長さが、表側張材２
８の、前記接合部位３１の下端縁側の端部３１ａから下端縁までの長さと略同一に形成さ
れ、他方の側の長さが、裏側張材２９の、前記接合部位３１の下端縁側の端部３１ａから
下端縁までの長さと略同一に形成されている。
【００３９】
　表側張材２８や裏側張材２９と連結板３２との連結は、例えば縫合によってなされてい
る。ここで、表側張材２８や裏側張材２９への連結板３２の連結は、例えば以下の手順で
なされる。まず、表側張材２８と裏側張材２９とのうちの一方をめくってその裏面側を表
に出す。続いて、裏面側を表にした張材の上に連結板３２の一方の側を置き、張材が下、
連結板３２が上という状態、すなわち連結板３２を視認できる状態で、連結板３２を張材
に対して縫合する。このとき、連結板３２の他方の側（他方の張材に縫合する側）の端部
は浮いた状態になっている。次いで、張材を反転させ、以下、前記した一方の張材のとき
と同様にして、他方の張材の裏面側に連結板３２の他方の側を縫合する。その後、連結板
３２に縫合した表側張材２８、裏側張材２９の側部開口３０ａを形成する部分を、図６に
示すように連結板３２とともに外側から内側に向けて折り込み、凹部２５内に入れる。こ
れにより、連結板３２を凹部２５の内面に当接させて配置することができる。すなわち、
弾性変形により屈曲させた連結板３２を復元させることにより、連結板３２を拡げてその
両側を凹部２５の内面に当接させる。なお、連結板３２については弾性変形させることな
く屈曲形状に成形してもよい。その場合には、連結板３２を凹部２５に入れた際に、この
凹部２５の内面に連結板３２を当接することなく、近接した状態で連結板３２を配置して
いてもよい。
【００４０】
　また、図３に示すように張材１２の開口部３０には、表側張材２８の下端部後面に前側
背張り芯材３３が取り付けられ、裏側張材２９の下端部前面に後側背張り芯材３４が取り
付けられている。これら前側背張り芯材３３、後側背張り芯材３４は、樹脂等によって形
成された細板状のもので、表側張材２８あるいは裏側張材２９に縫合等によって取り付け
られている。前側背張り芯材３３には、その内面（後面）に複数の係合部（図示せず）が
形成されている。これら係合部が下枠１４の下部支持部１７に形成された係合部（図示せ
ず）に係合させられることにより、前側背張り芯材３３は下部支持部１７に取り付けられ
、支持されている。また、後側背張り芯材３４には、その内面（前面）に複数の係合部（
図示せず）が形成されている。これら係合部が下枠１４の下部支持部１７に形成された係
合部（図示せず）に係合させられることにより、後側背張り芯材３４も下部支持部１７に
取り付けられ、支持されている。このように前側背張り芯材３３、後側背張り芯材３４が
下部支持部１７に取り付けられることにより、袋状の張材１２はその開口部３０が下枠部
１４によって閉じられ、したがって該開口部３０が露出しないようになっている。
【００４１】
　また、張材１２には、その上端縁側（一端縁側）の端縁部（上端縁部）に、椅子１の幅
方向における外側端よりやや内側に表側張材２８と裏側張材２９とが接合されてなる余長
部３５が形成されている。そして、図４（ｂ）のＣ－Ｃ線矢視断面図である図８に示すよ
うに、該余長部３５の前記幅方向における内側には、杆材９を露出させる露出口３６が形
成されている。
【００４２】
　杆材９には、露出口３６側の端部、すなわち上端部に、該露出口３６に連通する開口を
有する嵌合穴９ａと、杆材９の長さ方向に突出して前記余長部３５に当接する突縁部９ｂ
とが形成されている。突縁部９ｂは、本実施形態では嵌合穴９ａを囲む外周部にその周方
向全周に亘って連続して環状に形成されている。したがって、この突縁部９ｂは、張材１
２の余長部３５だけでなく、露出口３６の外周部全周に当接している。
【００４３】
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　そして、このように露出口３６に露出するとともに該露出口３６に連通する杆材９の嵌
合穴９ａに対して、連結フレーム１５が取り付けられている。連結フレーム１５は、露出
口３６を通って嵌合穴９ａに嵌合し、露出口３６を閉塞する閉塞部３７と、図３に示すよ
うに一対の閉塞部３７、３７間を連結する連結部３８とを備えたもので、一対の閉塞部３
７、３７がそれぞれ対応する杆材９に取り付けられたことにより、一対の杆材９、９間を
連結している。
【００４４】
　閉塞部３７は、図８に示すように露出口３６を通って嵌合穴９ａに嵌合する嵌合突起３
７ａと、嵌合突起３７ａの根本側（上端側）に位置して嵌合突起３７ａの外方に拡がる覆
い部３７ｂとからなっている。覆い部３７ｂは、嵌合突起３７ａが嵌合穴９ａに嵌合した
状態で、張材１２の余長部３５を含む露出口３６の外周部を介して、杆材９の突縁部９ｂ
に突き当たっている。嵌合突起３７ａは、内部に孔部を有した筒状のもので、後述するよ
うに孔部にナットが収容されるようになっている。
【００４５】
　このような閉塞部３７の杆材９（嵌合穴９ａ）への固定は、図４（ｂ）のＤ－Ｄ線矢視
断面図である図９に示すように、杆材９の後側（背面側）から挿通されたビス３９によっ
てなされている。すなわち、杆材９の後側（背面側）に形成されたビス孔（図示せず）を
通ってビス３９が嵌合穴９ａ内に挿通される。そして、ビス３９はさらに嵌合穴９ａ内に
嵌合した嵌合突起３７ａ内に挿通され、その孔部に収容されたナット４０に螺着される。
これにより、嵌合突起３７ａが杆材９の嵌合穴９ａ内にビス止めされ、固定される。
【００４６】
　なお、このようなビス止めを含む、連結フレーム１５および張材１２の一対の杆材９、
９への取り付けは、以下のようにして行う。
　まず、袋状の張材１２に対して図３に示すようにその側部開口３０ａにそれぞれ連結板
３２を取り付けておくとともに、表側張材２８に前面背張り芯材３３を、裏側張材２９に
後面背張り芯材３４をそれぞれ取り付けておく。ただし、前面背張り芯材３３や後面背張
り芯材３４の取付は後で行ってもよい。
【００４７】
　次に、この張材１２の上端縁の露出口３６、３６に、その上方からそれぞれ連結フレー
ム１５の閉塞部３７の嵌合突起３７ａを挿通し、嵌合突起３７ａを露出口３６、３６から
張材１２内に突き出させる。続いて、このように嵌合突起３７ａを露出口３６、３６から
突き出させた状態で、張材１２を裏返す。すなわち、嵌合突起３７ａを下側にして裏返し
た張材１２を上方に引っ張り上げ、この裏返した張材１２内に連結フレーム１５の連結部
３８を収容するとともに、嵌合突起３７ａを下端側に突き出させた状態で露出させる。
【００４８】
　次いで、下端側に突き出た一対の嵌合突起３７ａをそれぞれ対応する杆材９の嵌合穴９
ａに嵌合し、続いて図９に示したように嵌合突起３７ａを杆材９にビス止めする。なお、
嵌合突起３７ａを杆材９の嵌合穴９ａに嵌合するに先だって、枠部材１０に対して面材１
１を取り付けておく。嵌合突起３７ａを杆材９の嵌合穴９ａに嵌合した際、図８に示すよ
うに嵌合突起３７ａが張材１２の露出口３６を通って杆材の嵌合穴９ａに嵌合し、覆い部
３７ｂが露出口３６の外周部全周に当接することで余長部３５等を介して杆材９の突縁部
９ｂに突き当たるので、杆材９の突縁部９ｂに対して張材１２の余長部３５等が位置合わ
せされる。これにより、張材１２を大きく引き伸ばした場合でも、露出口３６と杆材９と
の間の位置ずれが抑制される。
【００４９】
　このようにして嵌合突起３７ａをビス止めし、連結フレーム１５を一対の杆材９、９に
取り付け、固定したら、裏返していた張材１２を元に戻して一対の杆材９、９に被せる。
その際、張材２の開口部３０が側部開口３０ａを有しているので、袋状の張材１２の開口
を大きく拡げることができ、したがって張材１２を枠部材１０に容易に被せることができ
る。このようにして裏返していた張材１２を元に戻すことにより、袋状の張材１２は、そ
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の開口部３０を通して杆材９、９（枠部材１０）にその長さ方向における一端側（上端側
）から被せられた状態となる。したがって、嵌合突起３７ａを固定したビス３９は露出す
ることなく張材１２に隠される。
【００５０】
　このようにして張材１２を枠部材１０に被せたら、張材１２の側部開口３０ａに取り付
けられた連結板３２を図６に示したように枠部材１０の凹部２５内に押し込む。これによ
り、連結板３２に連結された表側張材２８、裏側張材２９のそれぞれの側部開口３０ａを
形成する部位も、凹部２５内に収容される。したがって、この凹部２５に肘掛け１３が取
り付けられることにより、張材１２の側部開口３０ａや連結板３２が露出することなく隠
される。
【００５１】
　また、張材１２の開口部３０に取り付けた前側背張り芯材３３および後側背張り芯材３
４も、下部支持部１７に取り付ける。これにより、張材１２は枠部材１０に固定される。
このようにして固定された張材１２は、本実施形態では着座者の背中によって加えられる
荷重（体重）、すなわち面直方向の荷重に対しての反発力が、面材１１の同じ反発力より
相対的に小となっている。すなわち、本実施形態では、強度部材としての枠部材１０に取
り付けられた面材１１が、着座者の背中によって加えられる荷重（体重）に対して反発す
る反発体（弾性抵抗体）となっている。これにより、張材１２を構成する表側張材２８お
よび裏側張材２９の素材やデザインなどについては、反発力についての制限がないことか
ら、求められる性状等に基づいて自由に選択される。すなわち、デザイン面等において高
い自由度を有する。
【００５２】
　このような構成からなる背凭れ６（椅子用荷重支持部材）は、図３に示す下枠部１４の
取付部４１が、図１、図２に示す支基３に取り付けられることにより、椅子１に組み立て
られている。また、このようにして背凭れ６が支基３に取り付けられたことにより、張材
１２の開口部３０に取り付けた前側背張り芯材３３や後側背張り芯材３４は露出すること
なく張材１２内に納められる。
【００５３】
　本実施形態の椅子用荷重支持部材（背凭れ６）にあっては、嵌合凹部１９の開口の外周
部における、椅子１の正面側から前記嵌合凹部１９の開口端に至る部位に、椅子１の背面
側に行くに従って嵌合凹部１９の開口端に近づくように傾斜する移行面２２を形成したの
で、面材１１の側部支持フレーム１１ｂを嵌合凹部１９に対して正面から直接嵌め入れる
だけでなく、側部支持フレーム１１ｂを嵌合凹部１９の開口よりやや外側から押し入れ、
該側部支持フレーム１１ｂを前記移行面２２の傾斜に沿って滑らせて移動させることによ
り、嵌合凹部１９に容易に嵌め入れることができる。したがって、嵌合凹部１９の開口を
実質的に拡げることができるため、枠部材１０への面材１１の取り付けを容易にすること
ができる。
【００５４】
　また、嵌合凹部１９内と面材１１の側部支持フレーム１１ｂとの間に抜け止め部を設け
たので、嵌合凹部１９内に側部支持フレーム１１ｂを嵌め入れた後、不測の外力が加えら
れた際などにも側部支持フレーム１１ｂが嵌合凹部１９内から抜け出ることにより、面材
１１が枠部材１０から外れてしまうことを防止することができる。
　また、前記抜け止め部を、側部支持フレーム１１ｂに形成された折り返し部２１ａと、
嵌合凹部１９に形成されて抜け止め凸部２０ｂとによって形成しているので、折り返し部
２１ａが抜け止め凸部２０ｂに係止することにより、折り返し部２１ａが嵌合凹部１９か
ら抜け出ることを確実に防止することができる。また、折り返し部２１ａを押し入れるだ
けで、嵌合凹部１９への嵌合を完了することができる。さらに、抜け止め凸部２０ｂが嵌
合凹部１９の最奥部に形成されているので、折り返し部２１ａが正面側に戻り、移行面２
２に沿って嵌合凹部１９から抜け出ることを防止することができる。
【００５５】
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　また、移行面２２が内側面側に向けて膨出する弧形に形成されているので、面材１１の
側部支持フレーム１１ｂを移行面２２に沿って滑らせて嵌合凹部１９内に移動させる際に
、側部支持フレーム１１ｂの滑る動きをよりスムーズにすることができる。したがって、
面材１１の取り付けをより容易にすることができる。
【００５６】
　また、支持材１８における嵌合凹部１９の開口側が揺動可能に形成された自由端とされ
ているので、面材１１を持った手と逆の手を使って自由端を押し広げることができ、した
がって嵌合凹部１９に面材１１の側部支持フレーム１１ｂをより嵌め入れやすくすること
ができる。また、自由端の正面側の端部が、杆材９における嵌合凹部１９を形成する部位
の正面側の端部よりも背面側寄りに位置しているので、前記自由端の端部と杆材９の前記
正面側の端部との間の段差を埋めるように面材１１を取り付けることにより、面材１１と
杆材９とを、これらが相互に支持された状態において段差なく連続させることができる。
【００５７】
　また、面材１１よりも椅子１の正面側に位置する表側張材２８を有する張材１２を備え
るので、張材１２によって嵌合凹部１９が遮蔽され、したがって椅子１を正面側から見た
ときに嵌合凹部１９が視認されるのを防止することができる。
【００５８】
　本実施形態の椅子１にあっては、背凭れ６を組み立てる際に枠部材１０への面材１１の
取り付けが容易になっており、したがって組立作業性に優れた椅子となる。
【００５９】
　なお、本発明は前記実施形態に限定されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲で
種々の変更が可能である。
　例えば、前記実施形態では、前側背張り芯材３３や後側背張り芯材３４を介して表側張
材２８の下端部、裏側張材２９の下端部をそれぞれ下枠部１４に取り付けるようにしたが
、表側張材２８の下端部や裏側張材２９の下端部の下枠部１４への取り付けについては、
前側背張り芯材３３や後側背張り芯材３４以外の適宜な部材を用いて行ってもよい。
【００６０】
　また、前記実施形態では、図５に示したように移行面２２を、杆材９の正面側（椅子１
の正面側）の端部から嵌合凹部１９の開口端に至る部位に形成したが、本発明はこれに限
定されることなく、例えば移行面２２を嵌合凹部１９内にまで形成してもよい。このよう
に形成することで、側部支持フレーム１１ｂ（嵌合凸部）を嵌合凹部１９の奥側まで容易
に嵌め入れることができる。また、このように移行面２２を嵌合凹部１９内にまで形成し
た場合には、杆材９の正面側と嵌合凹部１９の開口端とを、前後方向において同じ面に形
成してもよい。
【符号の説明】
【００６１】
１…椅子、６…背凭れ（椅子用荷重支持部材）、９…杆材、１０…枠部材、１１…面材、
１１ｂ…側部支持フレーム（嵌合凸部）、１２…張材（外装材）、１６…側部支持部（支
持部）、１８…支持材、１９…嵌合凹部、２０ｂ…抜け止め凸部、２１ａ…折り返し部、
２２…移行面、２８…表側張材
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